
 

 

 

 

 

 Ⅰ 学校経営の理念                                   

 

生徒・保護者・地域住民・教職員 

「一人一人の個性を大切にする」学校であること 

 

 人は、人とのかかわりの中でその個性を輝かせる。 

個性は決して一人では輝くことはできない。いろいろな人がいて初めて、その個性の価値が高ま

るものである。保護者、地域住民、教職員、そして生徒がかかわり合う中で、一人一人の個性を輝

かせたいという願いのもと、学校経営を推進していく。 

 

地域住民は「土」、生徒は「芽」、保護者は「太陽」、教職員は「水」、そして、校長は「風」であ

る。私は、学校にかかわるすべての人にとって心地よい風となるよう努力し続ける。 

 

 

 Ⅱ 学校経営の基本的な考え方                               
 

「人を生かす組織をつくる」 
啓北中学校は、生徒の個性を生かす学級・学年経営をする。 

啓北中学校は、教職員のやりがいを高め、職能を生かす・伸ばす組織運営をする。 
 

「人とのかかわりの中で、人づくりをする」 
啓北中学校は、人とのかかわりの中で生徒の資質・能力を育てる。 

啓北中学校は、生徒・教職員・地域の方とのかかわりの中で成長する。 

 

 Ⅲ 学校教育目標                                     

  「やり通す」   たくましい体と強い心をもち、自ら鍛え最後までやり抜く「粘り強さ」 

「協力する」   豊かな心をもち、自らに厳しく、温かく補い合い進んで協力する「協働性」 

「前進する」   美しいものに感動し、広く考え、自らを高め、常に向上する「創造性」 

 

 Ⅳ 啓北中学校区学校教育力向上エリア会議・学校運営協議会 目指す１５歳の生徒像      

 

広く深く考え、自らを高め、常に向上する生徒 

豊かな心を持ち、あたたかく補い合う生徒 

たくましい体と強い心をもつ 
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 Ⅴ 教育推進の 4つの重点                                 
 

１ 資質・能力の向上 

 ２ 心の育成 

３ 共生社会の実現に向けた特別支援教育の充実 

 ４ 教育の質を高める働き方改革 
 

 Ⅵ 重点取組事項                                
  

１ 資質・能力の向上  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 心の育成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手段 
地域、家庭、PTA、小中連

携、外部人材を活用しな

がら充実・推進させる 



３ 共生社会の実現  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学びの質を高める働き方改革  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅶ 重点取組事項達成のための生徒と教職員が共有する「６つの行動指針」                                

 01 「学 ぼ う」 生徒も教師もみんなで学ぼう。 

 02 「育てよう」 子どもにかかわるすべての人で育てよう。 

 03 「楽しもう」 楽しみながら取り組もう。 

 04 「聞 こ う」 意見や悩み事など、たくさんの人に耳を傾けよう。 

 05 「寄り添おう」相手の立場・気持ちになって考えよう。 

 06 「つなごう」 人と人をつなごう。つなげよう、地域へ、社会へ。 

 



 Ⅷ 学校課題に対応した主な取組の方針                               

 

１ 授業改善  

質の高い学びの提供 

① 「学習指導要領」＋「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 

（国立教育政策研究所）」を読み込もう 

② 自立した学習者の育成を目指す啓北授業スタイルを徹底しよう 

（苫小牧市授業改善策の徹底） 

③ タブレットを活用した授業を積極的に実践しよう 

  ④ 生徒指導と一体化した授業を構築しよう（生徒理解を深め、一人一人の 

    特性を生かした授業を実践する） 

  ⑤ 深い学びへといざなう終末の展開を意識しよう（授業外の学びへの意欲付） 

 

２ 生徒指導  

  正確な事実確認・状況把握 

個の特性に応じ、迅速且つ最後までやりきる指導 

① 指導のゴールを明確にしてやりきろう（生徒への指導、保護者への連絡等） 

② ゴールの設定は、3人以上で決定しよう 

③ 指導は複数で行おう（若手教員、積極的に！） ※全体の情報共有を忘れずに 

④ 開かれた生徒指導を実践しよう（保護者への正確な情報提供・指導の協力依頼  

    や警察等の関係機関と協力した生徒指導の実現） 

 

３ 不登校対応  

  社会自立を目指す関り 

一人一人が居場所を感じられる学級経営・授業を基本に 

① 安心できる場所、時間を提供しよう（SR、Teams等のチャット機能、市教委設置教 

育支援センターなど） 

② 見通しをもたせ、選択肢を与えよう（自己決定） 

③ 他者と協働した取組の実施を提案しよう（人との関り） 

④ 対話をしよう（なりたい自分を可視化）※ICT（Teams等）の活用も！ 

  

 

＜校内教育支援センター（サポートルーム 略称 SR）の設置及び運営方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 特別支援教育  

真の個に応じた指導の実現 

① 通常の学級と特別支援学級の担当教員の教科交流（一部教科）をする 

② 交流及び共同学習の推進しよう 

③ 学びの支援委員会を機能させよう 

④ 個別の指導計画をフル活用しよう 

 

５ 教育の質を高める働き方改革  

十分な休息と研修時間の確保 

人間性の幅を広げる時間の確保 

① 月４回、定時退勤日を設定する ※部活動休養日と連動 

② 年次有給休暇を組織的かつ計画的に取得しよう 

③ 5時間授業日の計画的な設定（年間余剰時数 30時間程度の設定） 

④ 校務の ICT 化を推進しよう 

  ⑤ 部活動は、 

・原則平日２日以上、休日１日以上の休養日を設定する 

    ・月４回、部活動一斉停止日の設定する 

     

 Ⅸ 教育推進の組織図                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒・保護者・地域住民・教職員 

「一人一人の個性を大切にする啓北中」 

を実現しよう  
  

令和８年度学校経営方針 苫小牧市立啓北中学校      


